
 

 

 

 

 

札幌市の交通安全 http://www.city.sapporo.jp/kotsuanzen/ 

４月６日（水）～４月 15 日（金）の間、春の交通安全市民総ぐるみ運動が実施され、「子供

と高齢者の交通事故防止」、「自転車の安全利用の推進（特に、自転車安全利用五則の周知徹底）」、

「後部座席を含めた全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底」、「飲

酒運転の根絶」を重点に、各区でさまざまな交通安全への取り組みが行われました。 

運動期間中、市内における交通死亡事故は、残念ながら４件４人発生しました。 

これからは自転車利用者も多くなり、車での外出の機会も増え、交通事故の発生が懸念され

ます。一人ひとりが交通ルールを遵守し、譲り合いと思いやりの心を持って交通事故防止に努

めましょう。 

４月 10 日(日) 

【道庁赤れんが前・ＪＲ札幌駅地下街】 

女子カーリングチーム「北海道銀行

フォルティウス」の選手を一日警察署

長に迎え、交通ルールの遵守と交通マ

ナーの実践を呼びかけました。 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月６日(水)【道庁赤れんが前】 

北海道リラ・コンサドーレ宗像監督、コ

ンサドールズ村田さんが交通安全メッセー

ジを道民に発信してくれました。 

○交通事故死ゼロを目指す日 

○春の全国交通安全運動「道民の集い」 
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○４月 15 日(金)【三越ピロティ付近】 

押し歩き開始式を実施しました。 

 平成 28 年４月 15 日（金）～９月 30 日（金）の間、右記実施場所に

て自転車押し歩きキャンペーンを実施しています。 

市内各地から多くの人が集まる駅前通の大通～南 4 条の区間を「自転車

押し歩き地区」として位置付け、道行く人に「自転車の押し歩き」を呼び掛

けることで、歩行者との接触事故を起こさせないと共に、「歩道は歩行者優

先」という交通安全意識を市内各地に広げます。 

スタッフによる呼び掛けは、週３日程行い、平日は 16 時 30 分～18 時

30 分、土日は 14 時 30 分～17 時 30 分まで実施します。 

さらに、キャンペーン期間中、札幌出身のアーティスト「ＬＯＶＥＲＳ

ＳＯＵＬ」が製作した押し歩きイメージソング「自転車と君の隣」を、押 

し歩きを呼び掛けるメッセージと共に大通地区の街頭放送スピーカーから

放送します。 

みなさまのご協力をよろしくお願いいたします！ 

 

○昨年度の交通安全教室の様子（ＪＡ共済連主催） 

 
【スケアード・ストレイトとは？】 

恐怖を実感することで 

それにつながる危険行 

為を未然に防ぎ、交通 

ルールを遵守すること 

の大切さを体感させる 

教育方法です。 

自転車は、手軽な乗り物として通勤や通学、日常生活での買い物に利用するなど幅広い年齢層に利用されてい

ますが、自転車の利用者による悪質で危険な運転も社会問題化しており、交通ルールの遵守とマナー向上への取

組が一層求められております。 

札幌市では自転車の利用機会の多い高校生を対象に、スケアード・ストレイト方式の自転車交通安全教室を実

施し、生徒の皆さんに今一度自転車ルールを確認してもらい、交通事故の撲滅に向けた取り組みを行います。 

自転車は車道が原則！自転車で歩道を通行する際は歩行者が優先です。 


